
 

 

 

 

 

地域を学ぶ ● 地域でつながる ― 地域に還す ― 

 

 

日程 場所 学習内容 

平成 30 年 

８月２日(木) 

14:00～ 

重井公民館 

○講話 

 ・「重井の昔と今」「因島商工会議所の仕事」「因島の花 除虫菊」 

○夕食 

・カレーを保護者と協力してつくる 

○講話 

・「重井のシンボル“白滝山”」「重井町の歴史から町のお宝発見！」 

○振り返り 

○花火 

○就寝 

８月３日(金) 

～12:00 

○散策（善興寺） 

○講話 

 ・「フィールドワークに行こう！重井村 88ヵ所巡り」 

○フィールドワーク（３年生と合同） 

○活動のまとめ（新聞づくり） 

○解散 

 

対象 
重井中学校 1年生 15人（男子６人，女子９人） 

経費 
参加費 500円（カレー材料費，朝食代，花火等） 

連携先 
重井中学校，重井町文化財協会，白滝保勝会，因島商工会議所，因島除虫菊の里連絡協議会，

重井中学校ＰＴＡ 

 

 

 

 

 

 

１ 学習プログラムの展開 
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○保護者への説明（中学校） 

○宿泊に伴う教育委員会との連携 

○施設に風呂がないため，隣接する小学校のプールのシャワーを借りることとした。 

○病気・事故等の緊急時の対応。 

 

○保護者や学校の先生にも協力してもらい運営をスムーズに行うことができた。 

○事前，事後のアンケートを実施し，地域への興味・関心や学びの変化をみてとることが出来た。課題意識
を持つ子供が多くいた。 

○公民館への宿泊を体験することにより，災害時での対応へもつなげることができる。 

○初めての取組のため，保護者への連絡が６月になってしまった。 

 

○初めての試みであったが，運営もスムーズに行うことができ，地域や保護者も協力的であり，中・長期的
な見通しをもって継続して取り組んでいく。 

○中学校による保護者への説明を４月の段階で行う。 

○小学校や他の組織とも連携をとりながらより効果的な取組になるようにしていく。 

○中学や高校を卒業したら進学等で島から離れてしまう子供たちに対して，将来地域に戻ってきてもらいた
いという思いから，地域を学ぶ機会を増やすことで地域への愛着を持たせる。 

○公民館や学校単独の取組では限界があるため，連携協力して地域で子供たちを育てていく取組をすすめる。 

○地域の方を講師に迎え，重井町の自然や歴史・文化・産業などについての話を聞き学習を深めることを通
して郷土愛を育む。 

○宿泊体験を通して，基本的生活習慣や社会的ルールを身に付け，協力することの重要性を学ぶ。 

２ 講座設定の理由（学習の目的） 

３ 学習目標 

４ 事前に必要な知識や準備物 

５ 留意点 

６ 成果 

７ 課題 

８ 今後にむけて ８ 今後にむけて 


